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集
中
豪
雨
と
は

　

短
時
間
で
狭
い
範
囲
に
集
中
し

て
降
る
大
雨
を
集
中
豪
雨
と
言
い

ま
す
。
非
常
に
激
し
い
雨
が
、
何

時
間
も
同
じ
場
所
に
降
り
続
く
と

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
一
昨
年

７
月
の
「
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
」。

梅
雨
前
線
が
活
発
化
し
、
中
国
地

方
や
九
州
北
部
で
記
録
的
な
大
雨

を
観
測
し
、
人
的
被
害
や
家
屋
の

浸
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
活
発
な
梅
雨
前

線
が
停
滞
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響

で
、
７
月
10
日
か
ら
九
州
北
部
地

方
で
断
続
的
に
激
し
い
雨
が
降
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
例
年
７
月
に
な

る
と
大
気
の
状
態
が
不
安
定
に
な

り
、
梅
雨
時
期
の
終
盤
に
大
雨
が

降
る
確
率
が
高
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

備
え
よ
う
～
も
し
も
の
自
然
災
害
へ
～

７月に降る激しい雨

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
。
私
た
ち

人
間
の
力
で
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
中
間
市
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
と
は
。

雨量と遠賀川の水位

　昨年の７月12日午前２時～
15日午前９時の雨量は 260㎜
で、例年７月の平均降水量に相
当します。１時間当たりの最大
雨量は 29㎜でした。この大雨
により、遠賀川の水位は一時的
に５mまで達しました。

はん濫危険水位…5.4 ｍ←

←
←
はん濫注意水位…3.7 ｍ
水防団待機水位…2.4 ｍ
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自
然
災
害
は
雨
だ
け
で
は
な
い

　

近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
が
増

え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

災
害
は
雨
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
台
風
や
地
震
、
津

波
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が

全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
自
然
災
害
が
発
生
し
た

こ
と
が
な
い
地
域
に
住
む
人
は
、

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
具
体
的

な
行
動
が
伴
わ
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

中
間
市
で
も
、
幸
い
に
し
て
大

規
模
な
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
の
が
自
然
災
害
。

　

一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
備
え
る

こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

■ 

い
ち
早
く
情
報
を
得
る

　昨年７月10日～ 14日の強烈な集中豪雨により、
飯塚市、香春町で 500㎜、嘉麻市で 600㎜を超え
るなど、遠賀川流域の自治体で、人的被害や家屋
被害が多く発生しました。
　幸いにして、中間市での人的被害はありません
でしたが、市内一部の地域で、冠水や法

のり

面の一部
が崩れるなどの被害が発生しました。

大雨による被害状況

昨年７月 10 日から降り続いた雨により、冠水した市役所前遠賀川河川敷（同月 13 日）の様子。
通常 75㎝ほどの水位が、時間とともにみるみる上昇し、河川敷の駐車場が冠水。14 日の午前
11 時には、一時的に５ｍに到達するほどになりました。
このように、梅雨時期の市役所前河川敷駐車場は、遠賀川の水位が上昇し冠水することがあり
ますので、駐車の際には十分に注意してください。

　氾
はんらん

濫には外水氾濫と内水氾濫という言葉があり
ます。
　外水氾濫とは、川の水が堤防から溢れる、ある
いはそれによって川の堤防が壊れた場合などに起
こる洪水のことをいいます。
　外水氾濫の場合には、大量の高速氾濫流が一気
に市街地に流入し短時間で住宅等の浸水被害が起
こるため、人的な被害が起きてしまう場合が多く
みられます。
　しかも、流れ込んでくるのは泥水のため、洪水
が去ったあとも屋内には土砂が堆積してしまうな
ど、復旧が大変困難な状況になります。
　内水氾濫とは、市街地に降った雨が雨水処理能
力を超える、あるいは川が溢れかかっていてポン
プで捨てられないということで水が溢れることを
いいます。

外水氾濫発生のメカニズム
①�大雨や雪解けによって、川の水の量が増え、
水かさが上がり始めます
②�堤防いっぱいまで水が増えると土でできた堤
防に水の圧力がかかり始めます
③�水が増え、水の力に堤防が耐えられなくなる
と堤防の一部が崩れ始めます
④�堤防の崩れた場所をとおって、勢いよく水が
流れ出し、家に襲いかかります
⑤�堤防から流れ出した水は、場所によっては家
を破壊したり、車を浮きあがらせたりしなが
ら広がります。水が浸水してくるとすぐ水か
さが高くなり、歩行が困難になります

外水氾濫と内水氾濫

遠賀川の支流である黒川が大雨により増水した様子。

大雨により法面の一部に亀裂が入っ
た様子。被害が拡大しないよう、職
員が応急処置を施しました。
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災
害
時
の「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

　

も
し
、
市
内
で
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
ら
。

　

被
害
が
同
時
多
発
し
、
交
通
網

を
は
じ
め
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ

れ
、
救
急
も
消
防
も
マ
ヒ
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
を
想
定
し
、
総

務
課
文
書
法
制
係
の
清
水
秀
一
係

長
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
も
し
も
の
大
災
害
に
備
え
て

必
要
な
こ
と
は
『
自
助
』『
共
助
』

『
公
助
』
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

ま
ず
、
自
分
自
身
や
家
族
・
財

産
を
守
る
自
助
、
地
域
で
助
け
合

う
共
助
、
行
政
な
ど
に
よ
る
公
助

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
私
た

ち
は
市
内
に
設
置
し
て
い
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
無
線
な
ど
で
注
意
を
呼

び
か
け
た
り
、
被
災
箇
所
が
発
生

す
れ
ば
復
旧
に
あ
た
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
災
害
に
よ
り
同
時

に
多
く
の
場
所
で
被
害
が
発
生
し

た
場
合
、
消
防
や
警
察
、
私
た
ち

行
政
機
関
が
す
ぐ
に
か
け
つ
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
防
災
対
策
の
基
本
で

あ
る
、『
自
分
の
安
全
は
、
自
分
で

守
る
』『
警
察
・
消
防
な
ど
の
行
政

機
関
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
は
、

地
域
の
人
と
助
け
あ
う
』
こ
と
な

ど
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
支
援
活
動
な
ど
の
公
助
は
、

被
災
状
況
に
よ
っ
て
は
活
動
を
開

始
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
助
や
共
助
に
よ
っ

て
被
害
を
減
ら
し
、
公
助
を
待
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

災
害
情
報
を
得
る
手
段
も
近
年

で
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
防
災

に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
意
識
の
向
上
が
欠
か
せ
な
い

の
で
す
」。

　

ま
ず
は
、
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
た

対
策
を
知
る
こ
と
、
災
害
を
想
定

し
た
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、

私
た
ち
の
「
備
え
」
の
基
本
と
い

え
ま
す
。

　

災
害
情
報
な
ど
を
得
る
た
め
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
、「
防
災
メ
ー

ル
・
ま
も
る
く
ん
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
福
岡
県
な
ど
か
ら
の

情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。
災
害
情
報
以
外
に
も

多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
を
お
持
ち

の
人
は
ぜ
ひ
利
用
者
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
ま
も
る
く
ん
に
登
録
す
る
と

　

得
ら
れ
る
情
報

●
自
治
体
の
発
表
情
報

　

登
録
時
に
選
択
し
た
自
治
体
の

防
災
情
報
、
避
難
勧
告
・
指
示
、

地
域
の
安
全
情
報
、
福
岡
県
か
ら

の
重
大
な
情
報
を
メ
ー
ル
で
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
安
全
情
報
を
選

択
す
る
こ
と
で
、
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
情
報
も
メ
ー
ル
で
受
信
で

き
ま
す

●
避
難
支
援
マ
ッ
プ

　

避
難
場
所
、
災
害
拠
点
病
院
な

ど
の
位
置
を
確
認
で
き
ま
す

●
生
活
情
報

　

災
害
時
の
Ｊ
Ｒ
九
州
の
運
行

状
況
や
生
活
に
役
立
つ
熱
中
症
指

数
、
花
粉
情
報
、
紫
外
線
指
数
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

いちはやく情報を得るために

自
然
災
害
へ
の
危
機
意
識
を
持
つ

市役所内に設置されているコミュニティ無線。災害時は、ここから避難勧告などを出し、市内 20 か所に設置されているコミュニテ
ィ無線を通じてみなさんに緊急避難を呼びかけます。また今年から、遠賀川の水位が 3.7 ｍ（はん濫危険水位）を超え、その後も水
位の上昇が見込まれる場合は、みなさんに注意をしていただくための放送を行います。

総務課文書法制係
清水　秀一係長
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事
前
の
準
備
が
重
要

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
万
一
自
然
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
普
通
の
生
活
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
然
災
害
か
ら
避
難

す
る
と
き
に
家
族
や
自
分
自
身
の

生
命
を
守
る
た
め
の
準
備
と
し
て

必
要
な
も
の
が
、
非
常
用
の
防
災

グ
ッ
ズ
で
す
。
防
災
グ
ッ
ズ
に

は
、
水
や
食
料
な
ど
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
復
旧
す
る
ま
で
の
３
日
間

分
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
避
難
時
に
は
、
子

ど
も
を
抱
え
た
り
、
身
体
が
不
自

由
な
人
の
介
助
が
必
要
と
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
非
常
時
の
持
出
品

は
「
絶
対
に
無
け
れ
ば
困
る
も
の
」

を
優
先
し
、
自
分
が
持
ち
出
せ
る

範
囲
の
重
さ
で
ま
と
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

大
地
震
や
水
害
、
津
波
警
報
が

出
た
と
き
な
ど
の
緊
急
避
難
は
、

一
刻
を
争
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
準

備
し
て
い
た
防
災
グ
ッ
ズ
を
押
し

入
れ
の
奥
深
く
に
し
ま
っ
て
い
て

は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
取
り
出
す

こ
と
が
困
難
で
す
。

 

防
災
グ
ッ
ズ
は
、
玄
関
や
部
屋

の
出
入
り
口
付
近
な
ど
取
り
出
し

や
す
い
場
所
に
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き

の
こ
と
を
想
定
し
、
避
難
場
所
や

避
難
方
法
、
連
絡
方
法
な
ど
を
日

ご
ろ
か
ら
家
族
で
よ
く
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自分の身を守るため

もしもに備えて、非常持出袋に次
のようなものを準備しておきまし
ょう。

○飲料水　○食糧　○ラジオ
○応急医療品　○懐中電灯
○軍手　○貴重品
○ライター　○生活必需品
○衣類など

●
透
析
メ
ー
ル

　

指
定
し
た
透
析
医
療
機
関
の
被

災
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
受
信
で

き
ま
す

●
県
内
の
天
気
予
報

●
地
震
・
気
象
情
報

　

地
震
に
関
す
る
情
報
や
台
風
の

位
置
・
大
き
さ
・
速
度
・
進
路
予

想
な
ど
の
台
風
情
報
、
気
象
庁
が

発
表
す
る
警
報
・
注
意
報
な
ど
を

メ
ー
ル
で
受
信
で
き
ま
す

●
安
否
確
認
メ
ー
ル

　

震
度
５
以
上
の
地
震
や
津
波
の

到
着
が
あ
っ
た
場
合
、
福
岡
県
か

ら
の
お
知
ら
せ
と
し
て
「
安
否
確

認
メ
ー
ル
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
事
前
に
登
録
し
た
家

族
・
知
人
な
ど
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス（
最
大
５
件
）に
登
録
者
の
安
否

を
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す

※
こ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災

情
報
が
配
信
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ

ら
の
ア
ド
レ
ス
は
平
成
18
年
に
全

戸
配
布
し
て
い
る
「
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は

「
避
難
所
」「
防
災
用
品
」
な
ど
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ま
も
る
く
ん
の
登
録
方
法

○
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

　

http://w
w

w
.bousai.pref.

　

fukuoka.jp/m
am

orukun/

○
携
帯
電
話
か
ら
は

　

m
am

oru@
bousaim

obile.

　

pref.fukuoka.lg.jp

※
い
ず
れ
も
登
録
は
無
料
で
す

が
、
通
信
料
は
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。

●
登
録
に
関
す
る
問
合
先

　

福
岡
県
総
務
部
消
防
防
災
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
１
２

避難場所を確認しよう
■一次避難場所
　みなさんがお住まいの地区の公民館が
一次避難場所となります。小規模な災害の
ときなどに一時的に避難する場所です。
■二次避難場所
　大規模な災害で、避難者の数が多い場合
などに使用します。
　ただし、緊急を要する場合など災害の状
況によっては、そのほかの公共施設を避難
場所として使用することがあります。

二次避難場所
地区 避難場所

底井野校区
全域

中間中学校
（垣生510番地）
☎（244）3500　ＦＡＸ（244）3805

中間校区
全域

体育文化センター
（蓮花寺三丁目１‐５）
☎（246）2800　ＦＡＸ（246）2800

北校区
全域

中間北中学校
（岩瀬三丁目４‐１）
☎（244）3522　ＦＡＸ（245）1212

中間北小学校
（岩瀬三丁目２‐１）
☎（244）3144　ＦＡＸ（244）3244

東校区
全域

中間東小学校
（中尾四丁目２‐１）
☎（244）3133　ＦＡＸ（244）3233

希望が丘高等学校
（土手ノ内三丁目19‐１）
☎（245）0481　ＦＡＸ（245）3166

中間東中学校
（扇ヶ浦三丁目21‐１）
☎（244）3533　ＦＡＸ（244）3815

南校区
全域

中間南中学校
（朝霧五丁目２‐１）
☎（245）4250　ＦＡＸ（246）1170

中間南小学校
（通谷五丁目14‐１）
☎（244）3155　ＦＡＸ（244）3255

西校区
全域

中間西小学校
（弥生二丁目１‐１）
☎（245）3900　ＦＡＸ（243）3163

■備えあれば憂いなし
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Information
からのお知らせ市

●問合先　保健センター
☎（２４６）１６１１みがこうよ 未来につなげる じょうぶな歯

　

人
生
80
年
の
高
齢
社
会
を
迎

え
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ

れ
ば
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、
健
康
で
毎
日
の
食
事

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
17
年
度
歯
科

疾
患
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
80

歳
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
も

っ
て
い
る
人
の
割
合
は
約
20
％

で
、
一
人
当
た
り
の
平
均
歯
数

は
約
10
本
で
す
。

　

抜
歯
の
主
な
原
因
は
、
歯
周

病
が
42
％
、
む
し
歯
が
32
％
、

破
折
が
11
％
で
、
歯
を
最
も
た

く
さ
ん
失
う
年
齢
は
60
～
64
歳

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
加
齢
に
伴
っ
て

失
う
歯
の
本
数
が
増
え
る
こ
と

が
、
高
齢
社
会
の
大
き
な
問
題

の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
の
歯
や
口
は
、
も

の
を
食
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、

言
葉
を
話
す
た
め
の
器
官
と
し

て
も
重
要
な
役
割
が
あ
り
、
人

が
社
会
生
活
や
文
化
的
活
動
を

営
む
う
え
で
不
可
欠
の
器
官
と

い
え
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
種
々
の
原
因

で
歯
や
口
の
機
能
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
日
常
生
活
を
困
難
に

し
、
生
活
の
質
や
日
々
の
活
動

の
低
下
を
招
き
ま
す
。

　

高
齢
社
会
を
す
て
き
な
笑
顔

で
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、

歯
が
な
く
な
る
原
因
で
あ
る
む

し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ

と
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
に
不
可
欠
の
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
毎
日
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
大

切
で
す

　

む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す

る
た
め
に
、
大
き
な
原
因
で
あ

る
歯
垢
を
徹
底
的
に
除
去
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
歯
の
形
や

生
え
方
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
マ
ス
タ
ー
し

ま
し
ょ
う
。

　

歯
ブ
ラ
シ
と
あ
わ
せ
て
、
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス（
糸
よ
う
じ
）と

歯
間
ブ
ラ
シ
を
上
手
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
定
期
的
に
歯
肉
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う

　

歯
肉
の
色
が
悪
い
、
歯
肉
が

腫
れ
る
な
ど
の
症
状
が
認
め
ら

れ
た
ら
、
す
ぐ
に
歯
科
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

症
状
が
な
く
て
も
、
定
期
的

に
歯
科
を
受
診
し
、
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●問合先　総務課
☎（２４６）６２３２情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況

　

中
間
市
で
は
、
公
正
で
開
か

れ
た
市
政
の
推
進
を
め
ざ
し
、

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、
情
報
公
開
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
を
定
め
、
本
人
か
ら
の
請
求

に
よ
る
個
人
情
報
の
開
示
、訂
正
、

停
止
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
、
情
報
公
開
条
例
第
17
条
お

よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例
第
36

条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
紙
面
の
関
係
上
、
請
求
件
数

な
ど
の
主
な
も
の
の
み
を
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
中
間
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
請
求
内
容
の

内
訳
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.nakam

a.
fukuoka.jp/

■平成22年度情報公開制度の実施状況  （平成22年4月1日～平成23年3月31日）

請求件数 公開状況 異議申し立て公開 部分公開 非公開 取り下げ
40 24 ２ ７ ７ ０

○実施機関別請求件数

実施機関 市長 議会 教育委員会 市立病院 上下水道局 消防本部 選挙管理委員会
そのほか委員会

請求件数 40 ０ ０ ０ ０ ０ ０

■平成22年度個人情報保護制度の実施状況  （平成22年4月1日～平成23年3月31日）

請求件数 公開状況 異議申し立て開示 部分開示 不開示 取り下げ
1705 1703 ２ ０ ０ ０

○実施機関別請求件数

実施機関 市長 議会 教育委員会 市立病院 上下水道局 消防本部 選挙管理委員会
そのほか委員会

請求件数 1705 ０ ０ ０ ０ ０ ０

※部分公開と決定したものは、個人情報などの情報が含まれているもの、法人、個人に不利益を与
えると認められたものです。
※非公開と決定したものは、文書不存在であるためです。

※部分開示と決定したものは、個人情報などの情報が含まれるためです。
※要介護認定情報提供にかかる件数を含んでいます。
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Topic ＆ Information
中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

　広報なかまが、平成 22 年全国広報コンク
ール（日本広報協会主催）に広報紙部門（市
の部）で福岡県代表として２年連続推薦され、
全国審査の結果、入選が決定しました。
　入選したのは「喫煙」を特集した昨年 12 月
10 日号で、平成４年広報写真（組写真の部）
で全国出場、入選して以来のこと。広報紙部
門での入選は初となります。
　この結果をとおして、改めてご協力いただ
いたみなさん、日ごろからご愛読いただいて
いるみなさんに深く感謝申しあげます。
　今後も住民のみなさんに愛され、親しまれ
る広報紙づくりに、精一杯努力する所存です。

　心やからだの発達に心配がある子どもた
ちの無料発達教育相談を行います。専門の
相談員が個別相談を受けますので、お気軽
にご相談ください。
●対 象 者　小学校入学前までの子の保護者
●期 日
○第１回…７月 30 日土
○第２回…８月 18 日木
●時 間　午後１時～５時
●場 所
○第１回…北九州教育事務所
　　　　　（直方市大字植木 1047‐１）
○第２回…八幡総合庁舎
　　　　　（八幡西区則松三丁目７‐１）
●申込締切　６月 27 日月
●申 込 先　学校教育課

●問合先　学校教育課☎（２４６）６２２２

●問合先　総務課☎（２４６）６２７１

子どもの健全な発達を願って
心とからだの発達教育相談

Information

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同
参
画
課　
　
　
　

 

☎
（
２
４
５
）
３
５
１
１

男
女
共
同
参
画
市
民
企
画
講
座
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
男
女
共

同
参
画
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
す
る
市
民
企
画
講
座
を
募
集
し

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
募
集
内
容　

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
つ
い
て
の
関
心
や
、
理
解
を

深
め
る
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
形
式
な
ど

は
問
い
ま
せ
ん

●
助
成
金
な
ど　

講
座
開
催
経
費
と
し

て
５
万
円
を
限
度
に
助
成

●
開
催
期
間　

10
月
１
日
土
～
平
成
24

年
３
月
31
日
土

●
開
催
場
所　

市
内
の
施
設
で
開
催
す

る
こ
と

●
募
集
期
間　

６
月
13
日
月
～
７
月
20

日
水

※
募
集
要
綱
と
申
込
書
様
式
は
、
人
権

男
女
共
同
参
画
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
企
画
は
審
査
の
う
え
、
後
日
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

○
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.city.nakam
a.fukuoka.jp

●
申
込
先　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

●
問
合
先　

介
護
保
険
課　
　
　
　

 

☎
（
２
４
６
）
６
２
４
３

介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

　

介
護
保
険
料
の
通
知
書
を

　

発
送
し
ま
す

　

６
月
は
、
平
成
23
年
度
の
介
護
保
険

料
が
決
定
す
る
月
で
す
。

　

６
月
10
日
に
、
年
間
の
保
険
料
額
と

納
付
方
法
を
記
載
し
た
通
知
書
を
発
送

し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い

　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

人
は
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
人

○
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人

○
住
民
票
に
異
動
が
あ
っ
た
人

○
そ
の
ほ
か
特
別
な
理
由
が
あ
る
人

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
で
き
な
い
と

き
に
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
介

護
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
と
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
制
限
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
制
度
を

運
営
し
て
い
く
重
要
な
財
源
で
す
の

で
、
納
付
方
法
を
確
認
の
う
え
納
め
て

く
だ
さ
い
。

広報なかまが福岡県代表として
全国審査で入選

市の広報紙が全国広報コンクールで入選しました。
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高齢者の安心な生活を確保するために

　

６
月
か
ら
、
万
が
一
の
備
え

の
た
め
に
「
あ
ん
し
ん
見
守
り

情
報
キ
ッ
ト
」
の
配
布
事
業
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

■
あ
ん
し
ん
見
守
り
情
報
キ
ッ

ト
っ
て
何
？

　

救
急
医
療
活
動
な
ど
に
必
要

な
情
報（
氏
名
・
年
齢
・
血
液
型
・

緊
急
連
絡
先
・
か
か
り
つ
け
医

な
ど
）を
書
い
た
「
あ
ん
し
ん

見
守
り
情
報
シ
ー
ト
」
を
専
用

の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保

管
し
て
お
く
こ
と
で
緊
急
時
に

備
え
る
も
の
で
す
。

■
あ
ん
し
ん
見
守
り
情
報
キ
ッ

ト
は
だ
れ
が
活
用
す
る
の
？

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
倒
れ
た

場
合
に
、
救
急
隊
員
や
駆
け
付

け
た
人（
自
治
会
長
・
民
生
委

員
・
見
守
り
隊
な
ど
）が
活
用

し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
身
体
の
状
態
な
ど

が
す
ぐ
に
わ
か
る
た
め
、
迅
速

か
つ
的
確
に
救
護
が
で
き
、
家

族
や
身
内
の
人
に
も
す
ぐ
に
連

絡
で
き
ま
す
。

■
だ
れ
が
対
象
な
の
？

　

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま

る
人
で
、
配
布
を
希
望
す
る
人

で
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
65
歳
以
上

の
人

○
65
歳
以
上
の
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯
で
生
活
し
て
い

る
人
な
ど

■
配
布
さ
れ
る
内
容
は
？

　

保
管
容
器
、
あ
ん
し
ん
見
守
り

情
報
シ
ー
ト
、
保
管
者
ス
テ
ッ
カ

ー
２
枚（
シ
ー
ル
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
）

■
費
用
負
担
は
あ
る
の
？

　

無
料
で
す
。

■
申
し
込
み
は
ど
う
す
る
の
？

　

介
護
保
険
課
高
齢
者
福
祉
係

に
備
え
付
け
の
、
あ
ん
し
ん
見

守
り
情
報
キ
ッ
ト
配
布
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

備えて安心
あんしん見守り情報キット

②あんしん見守り情報キットを冷蔵庫に入れる

冷蔵庫のドアの裏側の飲み物など
を立てるところに置いてください。
※迅速かつ的確な救急活動などの
ため、必ず冷蔵庫の所定の位置に
保管してください。

①あんしん見守り情報シートを保管容器に入れる

『あんしん見守り情報シート』に必
要事項を記入し確認のうえ、丸め
て保管容器に入れ、フタを閉めて
ください。
また、本人の写真や健康保険証の
写し、診察券の写しなども一緒に
入れてください。

③目印のステッカーを冷蔵庫に貼る

キットを入れた冷蔵庫のドアの目
立つところに貼ってください。

④目印のステッカー（シール）を玄関の内側に貼る

ひとり暮らしの高齢者などが住ん
でいるということがわからないよ
うに、玄関の内側の目立つところ
など、外から見えない場所に貼っ
てください。

※ひとり暮らしの高齢者などが自宅で具合が悪くなった場合、次のように使われます。
①本人または発見者が消防署に通報
②救急隊員が、冷蔵庫の中から、あんしん見守り情報キットを取り出す
③�あんしん見守り情報シートに記載されている情報を確認し、救急活動に活用
する（かかりつけ医に連絡し、処置上注意すべき点を確認する。家族に連絡し、
緊急手術の同意を得るなど）

あんしん見守り情報キットの使い方

●
お
問
い
合
わ
せ
は　

　

介
護
保
険
課
高
齢
者
福
祉
係

　

☎（
２
４
６
）６
２
７
８
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ま ち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

若松法人会中間支部（松尾守支部長）が、社会教育事業
の推進を目的に、中央公民館に傘袋自動装着器を寄贈
しました。傘袋自動装着器とは片手でも楽にぬれた傘を
袋に入れられる装置のこと。衣服や手荷物の濡れを防
ぐほか、雨水による転倒や事故を防ぎます。雨天時に
中央公民館を訪れる場合はぜひ利用してください。

雨の日でも快適な館内に
４月 28 日・若松法人会中間支部が傘袋自動装着器を寄贈

なかまハーモニーホールで開催された親子エアロビクス
に 10 組の親子が参加しました。テンポのよい音楽に合
わせて、親子でふれあいながら楽しく身体を動かしまし
た。シェイプアップもできるスクワットや腹筋運動も盛
り込まれた内容で、がんばるお母さんの顔とはじける子
どもたちの笑顔が対照的でした。

リズムに合わせて親子で運動
５月 19 日・親子エアロビクス

強い日差しが照りつける中、中間市婦人会赤十字奉仕
団が中心となり、市民や団体合わせて約 200 人が参加
しました。ＪＲ中間駅をスタートし、もやい通り、県道
を通り、ＪＲ中間駅までの道のりを清掃。もやい通りで
は、道沿いのツツジの茂みの中までかき分け、丁寧にご
みを拾っていました。

自分たちの手で街をきれいに
５月８日・世界赤十字デーボランティア清掃
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　ボランティアセンター☎（２４６）２１８４

油
の
取
り
扱
い
に
は
ご
注
意
を

　

油
や
薬
品
な
ど
が
河
川
な
ど
へ
流

出
す
る
こ
と
で
、
魚
が
死
ん
で
し
ま

っ
た
り
す
る
こ
と
を
「
水
質
異
常
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

中
間
市
の
河
川
で
も
、
昨
年
か
ら

油
の
流
出
事
故
が
急
増
し
て
い
て
、

油
な
ど
の
流
出
に
対
し
注
意
喚
起
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
５
月
８
日
日
、「
曲
川

に
油
が
流
れ
て
い
て
異
臭
が
す
る
」

と
い
う
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
通
谷
電
停
付
近
と
切
畑
橋
下
付

近
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
張
り
、
下

流
へ
の
流
出
防
止
措
置
を
講
じ
ま
し

た
が
、
発
生
源
の
特
定
に
は
い
た
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
「
川
を
美
し
く
」
と
い
う
生
活
環

境
を
守
る
観
点
か
ら
、
油
な
ど
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
安
易
に

水
路
や
側
溝
に
流
し
た
り
、
不
法
投

棄
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

土
地
の
管
理
は
所
有
者
自
身
で

行
っ
て
く
だ
さ
い

　

暑
く
な
る
と
、
空
地
の
雑
草
な
ど

が
多
く
茂
っ
た
り
、
害
虫
な
ど
が
発

生
し
た
り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
住
環
境
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
周
辺
住
民
の
迷
惑
と
な

っ
た
り
、
不
法
投
棄
や
放
火
な
ど
の

犯
罪
の
温
床
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
庭
の
植
木
が
隣
家
や
道

路
に
は
み
出
し
て
迷
惑
し
て
い
る
」

「
落
ち
葉
の
掃
除
で
困
る
」
と
い
っ

た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
財
産
管
理
は
所
有
者
自
身

で
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

草
刈
り
機
を無料

で
貸
し
出
し
ま
す

　

中
間
市
民
で
一
定
の
貸
付
条
件
を

満
た
し
た
人
を
対
象
に
、
草
刈
り
機

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

台
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
環
境
保
全
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
の
う
え
、
借
用
の
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

温
泉
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

利
用
権
を
売
り
ま
す
買
い
ま
す

■
事
例　

温
泉
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
運
営
会
社（
Ａ
社
）か
ら
利
用
権
に
関

す
る
資
料
が
届
い
た
。
数
日
後
、
別
会

社（
Ｂ
社
）か
ら
「
老
人
ホ
ー
ム
の
利

用
権
に
関
す
る
資
料
は
500
人
に
し
か
送

ら
れ
て
い
な
い
。
私
た
ち
も
利
用
権
が

ほ
し
い
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
な
い
の
で

買
え
な
い
。
一
口
20
万
円
だ
が
40
万
円

で
買
い
取
り
た
い
」
と
言
わ
れ
た
。
よ

い
話
だ
と
思
い
５
口
買
っ
た
。
そ
の
後

買
い
取
っ
て
も
ら
お
う
と
電
話
を
す
る

と
、
も
っ
と
買
い
足
す
よ
う
勧
め
ら
れ
、

合
計
１
、０
０
０
万
円
分
購
入
し
た
。

だ
ま
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

■
ア
ド
バ
イ
ス　

上
記
の
Ａ
社
が
販
売

す
る
権
利
を
Ｂ
社
が
高
額
で
買
い
取
る

と
い
う
劇
場
型
の
投
資
ト
ラ
ブ
ル
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
、
未
公
開

株
や
水
資
源
の
権
利
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
口
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
事
例
の

ほ
か
に
、「
年
に
数
％
の
配
当
金
が
受

け
取
れ
る
」「
出
資
者
は
優
先
的
に
入

居
で
き
る
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
不
安
な
と
き
は
消
費
生

活
相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

　私たちは、スポーツ観戦サポートクラブです。
知的障がいがある人をプロ野球やプロサッカーの
試合会場に引率し、楽しく観戦してもらえるよう、
サポートする活動を行っています。往復のバスの
中では、スポーツ談義に話が弾みます。
　会員は、20 歳代～ 50 歳代の９人で、職業も学生・
事務職員・教員・介助員・郵便局員などさまざま
です。
　若い人の参加をお待ちしています。

中間わくわくクラブ

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

平成23年度のもえるごみ搬入量は、対22年
度比５％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

23 年度 22 年度 差（23 年度－ 22 年度） 減量率

４　月 946,290㎏ 997,970㎏ △ 51,680㎏ 5.2％

累　計 946,290㎏ 997,970㎏ △ 51,680㎏ 5.2％

もえるごみ搬入量状況

油が下流へ流出しないようにオイルフェンス
を設置したときの様子（曲川切畑橋付近）

草刈刃と燃料は貸し出して
いませんので、各自で準備
してください。



11 ●Nakama City Public Relations

男
女
共
同
参
画
を

推
進
し
ま
す

　

６
月
23
日
木
～
29
日
水
は

　

男
女
共
同
参
画
週
間

　

女
性
は
人
口
の
半
分
、
労
働
力

の
４
割
余
り
を
占
め
、
政
治
や
経

済
、
社
会
な
ど
多
く
の
分
野
の
活

動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
は
ほ
か
の
先
進
国

と
比
べ
て
指
導
的
な
立
場
で
活
躍
す

る
女
性
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
年
度
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
参
画
す
る
機
会
の
格
差

を
改
善
す
る
た
め
に
、
女
性
に
積

極
的
に
機
会
を
提
供
す
る
取
り
組

み
で
あ
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ

ョ
ン
」
の
推
進
を
重
点
と
し
、
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
チ
ャ
ン
ス

を
分
か
ち
、
未
来
を
拓
こ
う
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

女
性
人
材
リ
ス
ト
へ
の

　

登
録
者
を
募
集

　

市
政
や
地
域
の
発
展
の
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
男
女
共

同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
審
議
会
な
ど
の
女
性
委

員
の
割
合
40
％
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
22
年
４
月
現
在
で

25
・
６
％
で
す
。

　

市
の
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
に

女
性
の
意
見
を
多
く
取
り
入
れ
る

た
め
に
、
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
心
が
あ
る
女
性
の
人
材
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
自
薦
、
他
薦
を
問
わ
ず

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
登
録
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同
参

画
課

　

☎（
２
４
５
）３
５
１
１

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
を

行
い
ま
す

　

７
月
10
日
日
は
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

そ
こ
で
、
立
候
補
予
定
者
に
対

す
る
関
係
書
類
の
交
付
、
記
載
要

領
の
説
明
と
予
備
審
査
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会　

６
月

17
日
金

●
立
候
補
届
出
書
類
な
ど
の
事
前

審
査　

６
月
20
日
月
～
24
日
金

●
立
候
補
受
付　

７
月
３
日
日

　

い
ず
れ
も

●
時

間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
午
前

10
時
～
（
受
付
は
９
時
30
分
～
）。

●
場

所　

市
役
所
３
階
・
第

３
会
議
室

●
持
っ
て
く
る
も
の　

印
鑑

●
問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
０

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
区
域
区
分
が
変
更

　

中
間
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針（
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）と
中
間

市
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更
が

４
月
25
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

決
定
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

都
市
整
備
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
６
１

交
通
共
済
の
組
合
総
代
を

改
選
し
ま
す

　

北
九
州
市
民
共
済
生
活
協
同
組

合（
交
通
共
済
）の
組
合
員
代
表
で

あ
る
総
代
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

　

総
代
選
考
委
員
会
か
ら
、
次
の

と
お
り
候
補
者
の
推
薦
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
候
補
者
に
異
議
が
あ

る
組
合
員
は
６
月
23
日
木
か
ら
29

日
水
ま
で
に
文
書
で
選
挙
管
理
者

（
市
民
課
・
吉
国
良
一
）に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

当
市
組
合
員
の
半
数
以
上
の
反

対
が
あ
れ
ば
総
代
に
な
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
候
補
者
氏
名（
敬
称
略
）

○
五
嶋
英
伸（
岩
瀬
西
町
二
区
）

○
永
添
冨
士
男（
自
由
ヶ
丘
）

○
水
落
勝（
通
谷
四
区
）

○
中
川
原
弘（
七
重
）

●
問
合
先　

市
民
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
９

指
名
業
者
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

平
成
23
年
度
の
建
設
業
や
測
量

な
ど
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
受
付
締
切　

６
月
30
日
木
ま
で

の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

●
受
付
場
所　

契
約
課

●
申
請
書
類　

市
の
指
定
様
式

※
契
約
課
で
１
部
500
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

契
約
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
５
５

中
間
市
幼
児
用
プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期

間　

７
月
１
日
金
～
９

月
10
日
土

※
８
月
13
日
土
～
16
日
火
は
休
み

で
す
。

●
時

間　

午
前
10
時
～
午
後

５
時

●
場

所　

屋
島
公
園
内

●
入
場
料　

無
料

● 

対

象　

小
学
生
未
満
の
子

※
小
学
生
以
上
は
、
入
場
は
で
き

ま
す
が
遊
泳
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）２
８
０
０

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

税
金
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
人
は
、
所
定
の
手
続
き
を
す
る

と
所
得
税
が
返
っ
て
く
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
住
民
税
・
固
定
資

産
税
や
、
廃
車
と
な
っ
た
自
動
車

の
自
動
車
重
量
税
が
返
っ
て
く
る

な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

特
例
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
中

間
市
役
所
課
税
課
〔
☎（
２
４
６
）

６
２
３
８
〕
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
自
治
体
へ
の

寄
附
金
、
自
治
体
を
通
じ
て
の
被

災
者
へ
の
義
援
金
は
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
と
し
て
住
民
税
・
所
得

税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
日

本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募
金
会

な
ど
へ
の
義
援
金
も
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
と
し
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.soum

u.go.jp

●
問
合
先　

若
松
税
務
署

　

☎（
７
６
１
）２
５
３
６

くらしの

情報
くらしの

情報
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交
通
遺
児
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

　

保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
ま

た
は
後
遺
障
が
い
で
働
け
な
い
た

め
、
修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
以
上

の
学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

※
東
日
本
大
震
災
で
保
護
者
が
車

両
に
乗
っ
て
い
て
、
死
亡
・
行
方

不
明
に
な
っ
た
人
に
も
事
情
に
よ

っ
て
は
貸
与
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

交
通
遺
児
育

英
会

　

☎
０
１
２
０（
５
２
１
）２
８
６

高
齢
者
介
護
講
習
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
）の
養
成
研
修
２
級
課
程
を
実

施
し
ま
す
。

●
講
習
期
間　

７
月
４
日
月
～
９

月
16
日
金

●
講
習
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
講
習
会
場　

社
団
法
人
北
九
州

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西

部
支
所（
戸
畑
区
中
原
西
一
丁

目
13
‐
26
）

●
受
講
対
象
者　

55
歳
以
上
で
仕

事
を
探
し
て
い
る
人

●
定

員　

25
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料

※
実
習
の
際
の
健
康
診
断
料
は
自

己
負
担
で
す
。

●
申
込
締
切　

６
月
20
日
月

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

社
団
法
人
福
岡
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
９
２（
６
２
３
）５
６
５
６

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

健
康
教
室
を
開
催

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀ぼ

う
こ
う胱
を
持
つ

本
人（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）と
そ
の
家

族
、
医
療
関
係
者
、
介
護
関
係
者

に
正
し
い
装
具
の
使
い
方
な
ど
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

６
月
19
日
日
・
午

後
１
時
～
４
時

●
場

所　

メ
イ
ト
ム
宗
像

　
（
宗
像
市
久
原
180
）

●
参
加
料　

無
料

●
テ
ー
マ　

皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
対

処
法
と
服
装

※
個
人
指
導
を
希
望
す
る
人
は
最

初
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

社
団
法
人
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部
宗

像
分
会

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）４
０
６
２

家
庭
介
護
・
介
助
者

養
成
講
座

●
対
象
者　

家
庭
介
護
を
し
て

い
る
人
や
家
庭
介
護
に
つ
い
て

学
び
た
い
人

●
期
日
・
場
所

○
８
月
21
日
日
、
28
日
日
…
豊
津

福
祉
セ
ン
タ
ー
す
ど
り
の
里

　
（
み
や
こ
町
豊
津
２
１
７
４
‐
１
）

○
９
月
３
日
土
、
10
日
土
…
豊
前

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
豊
前
市
大
字
吉
木
955
）

○
９
月
４
日
日
、
11
日
日
…
岡
垣

サ
ン
リ
ー
ア
イ

　
（
岡
垣
町
野
間
689
‐
２
）

○
10
月
30
日
日
、
11
月
６
日
日
…

中
間
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
11
月
12
日
土
、
19
日
土
…
コ
ス

メ
イ
ト
行
橋

　
（
行
橋
市
中
央
一
丁
目
９
‐
３
）

○
11
月
13
日
日
、
20
日
日
…
宮
司

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
福
津
市
宮
司
浜
二
丁
目
15
‐
１
）

●
定

員　

各
コ
ー
ス
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
締
切　

各
コ
ー
ス
開
催
日

の
２
日
前

●
申
込
・
問
合
先　

麻
生
教
育
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

☎
０
９
２（
４
８
２
）７
０
０
６

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

●
日

時　

６
月
25
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
場

所　

コ
レ
ッ
ト
井
筒
屋

　
（
小
倉
北
区
京
町
三
丁
目
１
‐
１
）

●
相
談
内
容　

示
談
書
・
損
害
賠

償
請
求
書
の
作
成
、
保
険
請
求

手
続
き
な
ど

※
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
９
２（
６
４
１
）２
５
０
１

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
祭
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加

者
を
募
集

　

合
唱
未
経
験
者
で
も
大
歓
迎
で

す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期

日　

11
月
20
日
日

●
場

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ

ス
コ
モ
ン（
飯
塚
市
飯
塚
14
‐
66
）

●
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人

●
練
習
日
程　

月
２
～
３
回
程
度

●
練
習
場
所（
い
ず
れ
か
を
選
択
）

○
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市

原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

○
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
飯
塚
市
飯
塚
14
‐
67
）

●
定

員　

約
100
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
料　

月
１
、０
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
ね
ん

り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
実
行

委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）１
４
０
１

■
福
岡
県
シ
ニ
ア
美
術
展
の
出
展

者
を
募
集

　

あ
な
た
の
作
品
を
出
展
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

●
申
込
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人

●
申
込
期
間　

７
月
20
日
水
～
９

月
20
日
火

●
展
示
期
間　

10
月
12
日
水
～
23

日
日

●
展
示
会
場　

福
岡
県
立
美
術
館

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
五
丁
目

２
‐
１
）

※
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

社
団
法
人
福

岡
県
美
術
協
会

　

☎
０
９
２（
７
１
３
）４
２
０
０

労
働
問
題
に
関
す
る

無
料
電
話
相
談

　

司
法
書
士
が
電
話
で
労
働
ト
ラ

ブ
ル（
未
払
い
賃
金
、
解
雇
、
派

遣
切
り
、
有
給
休
暇
、
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
被
害
な
ど
）に
関
す
る

相
談
に
応
じ
る
「
労
働
ト
ラ
ブ
ル

110
番
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

６
月
18
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
８
時

●
相
談
料　

無
料

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
７
２
４
）９
５
０
５

※
６
月
18
日
土
以
外
は
毎
週
火
曜

日
の
午
後
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
、
左
記
の
電
話
番
号
で
無
料
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

☎
０
９
２（
４
７
７
）８
１
６
０

●
問
合
先　

福
岡
県
青
年
司
法

書
士
協
議
会

　

☎
０
９
２（
５
２
４
）２
３
３
２
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子
ど
も
の
人
権
110
番

強
化
週
間

　

６
月
27
日
月
か
ら
７
月
３
日
日

ま
で
の
一
週
間
は
、「
子
ど
も
の

人
権
110
番
強
化
週
間
」
と
し
て
、

い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
や
子
ど

も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す

る
人
権
問
題
の
相
談
電
話
を
設
置

し
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
法
務
局
職
員
と
人

権
擁
護
委
員
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

○
６
月
27
日
月
～
７
月
１
日
金
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

○
７
月
２
日
土
～
３
日
日
・
午
前

10
時
～
午
後
５
時

●
相
談
電
話
番
号　

福
岡
法
務
局
・

福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

中
途
採
用
者
選
考
試
験

●
受
験
資
格　

昭
和
46
年
４
月
２

日
～
昭
和
57
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

●
職

種　

行
政
事
務
、
機
械
、

土
木
、
林
業
、
皇
宮
護
衛
官
、

刑
務
官
、
入
国
警
備
官

※
一
次
選
考
の
試
験
問
題
は
、
高

等
学
校
卒
業
程
度
の
レ
ベ
ル
の
問

題
が
出
題
さ
れ
ま
す
。

　

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
試
験

●
受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２

日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

●
職

種　

行
政
事
務
、
税
務
、

機
械
、
土
木
、
農
業
土
木
、
林
業

　

い
ず
れ
も

●
第
一
次
試
験
日　

９
月
４
日
日

●
受
付
期
間　

６
月
21
日
火
～
28

日
火

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

障
が
い
者
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
の
知
識
や
文
字
入
力

の
基
礎
か
ら
始
め
、
文
書
作
成
、

表
計
算
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

●
訓
練
コ
ー
ス　

パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
科

●
定

員　

10
人

●
訓
練
期
間　

９
月
１
日
木
～
11

　

月
25
日
金

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
講

で
す
。

●
訓
練
場
所　

朝
日
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
学
院

　
（
行
橋
市
門
樋
町
11
‐
27
）

●
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
な
ど
が
別
途
必
要
で
す
。

●
対
象
者　

次
の
条
件
に
す
べ

て
当
て
は
ま
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
保
健

福
祉
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人

○
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録

を
行
っ
て
い
る
人

○
介
護
を
必
要
と
せ
ず
身
辺
処
理

が
で
き
る
人

●
申
込
締
切　

７
月
21
日
木

●
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

幡
の
障
害
者
職
業
相
談
窓
口
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

国
立
県
営
福
岡
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎（
７
４
１
）５
４
３
１

診断技士のいる診断技士のいる

であなたの家の屋根
お調べします！！
であなたの家の屋根
お調べします！！

福岡県瓦商工組合加盟店
一級技能士事務所

（社）全瓦連瓦屋根診断技士 98-400001田中瓦店
☎０９３-２４４-２４５２●住所／中間市岩瀬1丁目11番28号（JR中間駅前）

０１２０‐７６６６‐２６

診断技士が瓦・下地・くぎ打ち状況など細かく診断します。
ちょっとみてもらおうかな？と思ったらお電話ください。

検索田中瓦店

有
料
広
告
欄

◆ 

有
料
広
告
掲
載
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

 

総
務
課
広
報
広
聴
係
☎
（
２
４
６
）
６
２
７
１

〇日時…７月２日土、15日金、28日木・午
後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日～金曜日の午前９時～午後
５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…７月13日水・午前10時～午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…７月２日土、15日金・午後３時～５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～３時30分…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前８時30分～午
後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館 2 階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）
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受
け
よ
う
！
大
腸
が
ん
検
診

■
大
腸
が
ん
が
増
加

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど

に
よ
り
大
腸
が
ん
は
増
え
て
い
て
、

男
性
で
は
胃
が
ん
、
女
性
で
は
乳

が
ん
に
次
い
で
、
２
番
目
に
多
い

が
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
増
加
は
、
食
生
活

の
欧
米
化
を
始
め
、
生
活
習
慣
の

変
化
と
大
い
に
関
わ
り
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ

ば
ほ
と
ん
ど
完
治
し
、
進
行
が
ん

で
も
手
術
可
能
な
時
期
で
あ
れ
ば
、

治
る
可
能
性
の
高
い
が
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
早
期
の
大
腸
が
ん
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
症

状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
こ
の
よ
う
な
人
は
要
注
意
で
す

　

次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

大
腸
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
肥
満
で
あ
る

○
お
酒
を
よ
く
飲
む

○
加
工
食
品（
ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン

な
ど
）を
よ
く
食
べ
る

○
た
ば
こ
を
吸
う

○
40
歳
以
上
で
あ
る

○
直
系
の
親
族
に
大
腸
が
ん
に
か

か
っ
た
人
が
い
る

○
運
動
不
足
で
あ
る

■
集
団
健
診
で
の
大
腸
が
ん
検
診

は
簡
単
な
検
査
で
す

　

集
団
健
診
で
の
大
腸
が
ん
検
診

は
、
便
に
混
じ
っ
た
大
腸
か
ら
の

出
血
を
調
べ
る
「
便
潜
血
検
査
」

を
行
い
ま
す
。

　

集
団
健
診
に
申
し
込
む
と
、
健

診
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
診
票
と

一
緒
に
容
器
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

健
診
当
日
ま
で
に
２
日
分
の
便

を
採
取
し
、
健
診
当
日
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
便
の
採
取
は

自
宅
で
で
き
、
検
査
前
の
食
事
制

限
も
な
い
簡
単
な
検
査
で
す
。

※
８
月
以
降
の
集
団
健
診
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
健

康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
の

う
え
、
付
属
の
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
■
大
腸
が
ん
検
診
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
便
潜
血
反
応
で
、
ど
う
し
て
大

腸
が
ん
が
見
つ
か
る
の
？

Ａ
が
ん
に
便
が
こ
す
れ
て
出
血
す

る
か
ら
で
す
。
が
ん
に
便
が
こ
す

れ
る
と
出
血
が
起
こ
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
便
の
中
に
出
血
が
な
い

か
ど
う
か
を
調
べ
る
便
潜
血
検
査

は
有
効
で
す
。
な
お
、
陽
性
を
痔

出
血
の
せ
い
と
考
え
る
人
が
い
ま

す
が
、
自
己
判
断
は
禁
物
で
す
。

必
ず
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
大
腸
が
ん
の
症
状
は
？

Ａ
血
便
・
便
が
細
く
な
る
・
残
便

感
・
腹
痛
・
下
痢
と
便
秘
の
繰
り

返
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
症
状
は
、
痔
な
ど
の
疾
患
で
も

よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
症
状
が
続

く
と
き
は
、
念
の
た
め
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

　

日
常
の
外
来
診
療
で
、
交
通

事
故
に
伴
う
後こ

う
け
い
ぶ

頚
部
の
痛
み

（
む
ち
打
ち
）の
症
状
で
困
っ
て

い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

頚け
い
つ
い椎
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て

も
骨
折
は
な
く
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

で
も
特
に
異
常
は
み
ら
れ
な
い
。

手
足
の
麻
痺
も
み
ら
れ
ず
、
痛

み
止
め
や
シ
ッ
プ
を
処
方
し
、

「
リ
ハ
ビ
リ
で
経
過
を
み
て
く
だ

さ
い
」
と
対
応
し
て
も
症
状
の

改
善
が
み
ら
れ
ず
症
状
が
長
引

く
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
、
東
北
大
学
整
形

外
科
名
誉
教
授
の
国
分
正
一
さ

ん
は
、
非
特
異
的
疼と

う
つ
う痛（
原
因

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
痛
み
）に
対

す
る
Ｋ
点
ブ
ロ
ッ
ク
の
有
効
性

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

Ｋ
点
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、
鍼し

ん
き
ゅ
う灸

の
「
風ふ

う
ち池
」
と
い
う
ツ
ボ
の
近

く
に
２
㎖
の
局
所
麻
酔
剤（
痛
み

止
め
）を
注
射
す
る
方
法
で
す
。

私
も
む
ち
打
ち
症
状
で
困
っ
て

い
る
人
に
Ｋ
点
ブ
ロ
ッ
ク
を
試

み
た
と
こ
ろ
、
頚
部
痛
や
頭
痛

は
驚
く
ほ
ど
軽
く
な
り
、
そ
の

有
効
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
下か

し肢
の
痛
み
や
重
だ

る
さ
な
ど
の
不ふ

て
い定
愁し

ゅ
う
そ訴（
検
査
を

し
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
身
体

の
訴
え
）を
聞
く
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。
特
に
、
腰
椎
の
手
術

を
受
け
た
も
の
の
、
下
肢
の
痛

み
、
し
び
れ
、
重
だ
る
さ
で
困
っ

て
い
る
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

Ｋ
点
ブ
ロ
ッ
ク
の
有
効
性
に

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
腰よ

う
ぶ部
脊せ

き
ち
ゅ
う
か
ん

柱
管

狭き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

窄
症
や
腰
椎
椎つ

い
か
ん
ば
ん

間
板
ヘ
ル
ニ

ア
な
ど
の
人
に
、
大だ

い
た
い
ぶ

腿
部
外
側

の
ツ
ボ（
仮
称
Ｔ
点
）に
５
㎖
の

局
所
麻
酔
剤
を
注
射
す
る
方
法

を
考
案
し
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

直
後
か
ら
下
肢
痛
や
重
だ
る
さ

は
改
善
し
歩
行
が
し
や
す
く
な

っ
た
と
大
変
満
足
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｔ
点
ブ
ロ
ッ
ク
の
効
果
は

３
～
４
日
間
持
続
す
る
こ
と
が

多
い
も
の
の
、
し
び
れ
に
は
効

果
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

元
来
、
私
は
脊
椎
手
術
が
専

門
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
治
療
に
は
あ
ま

り
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
痛
み
を
何
と
か
し

て
欲
し
い
と
切
に
願
う
人
の
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
る
の
が
医

者
の
責
務
で
あ
り
、
ツ
ボ
打
ち

を
始
め
た
理
由
で
す
。

ツボ打ち名人

45

中間市立病院整形外科

力丸俊一 副院長

胃がん
大腸がん
肺がん
肝臓がん

1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
（人）

■がんにかかる人の数（全年齢）
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私
の
お
母
さ
ん
は
、
以
前
「
障

が
い
者
施
設
」
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
大
好
き
だ
と
い
つ
も

私
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　
「
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
一
生
懸

命
に
生
き
て
い
る
。
私
た
ち
も
共
に

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
て
い
こ
う
」。

　

お
母
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
出
会
う
中
で
多
く
の
体
験
を
し

た
ほ
う
が
い
い
と
、
地
域
の
夏
祭

り
や
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
に
私
を

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

夏
祭
り
で
は
、
車
い
す
を
あ
ご
で

操
作
す
る
人
や
、
ダ
ウ
ン
症
の
人
に

出
会
い
ま
し
た
。
ま
た
、
も
ち
つ
き

大
会
で
は
、
障
が
い
の
人
た
ち
が
気

軽
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
の
で
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

夏
祭
り
で
出
会
っ
た
、
車
い
す

を
あ
ご
で
操
作
し
て
い
た
人
は
、

手
や
足
に
障
が
い
が
あ
っ
て
多
く

の
人
の
手
助
け
は
必
要
で
す
が
、

バ
ス
や
電
車
に
乗
っ
て
ど
こ
に
で

も
行
け
る
そ
う
で
す
。

私
は
、
手
や
足
に
障
が
い
が
あ
る

の
に
、
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ
て
ど

こ
へ
で
も
行
け
る
の
は
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
仕
事
を

し
て
い
る
と
聞
い
た
と
き
は
と
て

も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に

か
か
わ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
の

で
、
初
め
て
会
う
と
と
ま
ど
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
、
い

っ
し
ょ
に
い
る
と
教
え
て
も
ら
う

こ
と
が
多
い
で
す
。
だ
か
ら
、
始

め
は
と
ま
ど
う
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
無
い

人
も
み
ん
な
仲
よ
く
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る

人
に
出
会
う
中
で
、
お
母
さ
ん
が

大
好
き
だ
と
話
し
て
く
れ
た
訳

が
、
何
と
な
く
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
や
さ
し
い
人
や
、

気
軽
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
人
。

私
は
、
い
ろ
い
ろ
と
う
れ
し
い
経

験
を
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
う
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
、

無
い
に
関
係
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
相
手
の
こ
と
を
大
切
に
思
い
、

助
け
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う

な
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
世
の

中
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

私
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「出会い」
加瀬　結菜 さん

（中間西小学校６年）

平成22年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す

　

｢

い
じ
め
問
題｣

「
家
庭
内
の
問

題
」「
差
別
問
題
」な
ど
の
相
談
に
、

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る
特
設
人

権
相
談
所
を
毎
月
１
回
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
な
ど
は

不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
期

日　

毎
月
第
２
水
曜
日

●
時

間　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

※
７
月
の
相
談
日
は
、13
日
で
す
。

●
場

所　

人
権
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同

　

参
画
課　

　

☎（
２
４
５
）３
５
１
１

悲しいよ　仲間はずれは　いけません
 　　中間東小学校５年 茂山　　翔さん
悪口は　ナイフと同じ　ぶきになる
 　　中間東小学校６年 木戸　舞雪さん
育てよう　一人一人の　思いやり
 　　中間南小学校６年 井塚　琴海さん

人　権　標　語

　中間市を代表して参加してみませんか。
●期 日　８月 21 日日
●会 場　福岡県立総合プール
　　　　　　（福岡市博多区東平尾公園二丁目１‐３）
●種 別
○�少年の部…小学４年生以下の部、小学５・６年生の部、
　中学生の部、高校生の部
○一般年齢別の部

●定 員　各種別 15 人（一般年齢別の部は除く）
※定員になり次第締め切ります。
● 種 目　自由形、バタフライ、平泳、背泳、リレー各
50 ｍ

●参加資格　大会における標準記録を超えた人に限ります
●申込締切　７月８日金
●問 合 先　中間市体育協会
　☎（２４６）２８０１

平成 23 年度

福岡県民体育大会水泳競技の選手を募集
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Cooking
今月のおすすめ料理 

豆知識！役

に立つ
テーブルやタンス、壁、床などについた油性インキは、みかんの皮を絞りながらイン
キの部分をこすると、汚れが簡単に落とせる

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば

作り方
①�玉ねぎは薄切りにして、水にさ
らしておく
②�青じそは千切りにして、水にさ
らす
③�豚肉は沸騰した湯に通し、ざる
に上げて冷ましておく
④梅干しは種を取ってたたく
⑤�鍋にＡを煮立て、火からおろし
て冷ます
⑥�うどんは袋の表示どおりにゆで
て冷水にとる。もみ洗いした後、
ざるに上げて水気をきる
⑦�器にうどんを盛り、①、②、③、
④を飾って、⑤をかける

さっぱり
豚しゃぶうどん

うどん（乾麺）…320グラム、新玉ねぎ
…１個（180グラム）、青じそ…４枚、豚
しゃぶしゃぶ用肉…160グラム、梅干し
…１個、Ａ（だし…１カップ、みりん…
１／４カップ、薄口しょうゆ…大さじ２）

材　料（４人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）
エネルギー422㎉　食塩 2.0ℊ

❖ 

書
道
・
絵
画
合
同
展

　

中
間
市
、
八
幡
西
区
在
住
で
活
躍
す

る
50
人
の
作
品
展
で
す
。
幅
広
い
作
品

を
展
示
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

６
月
25
日
土
～
28
日
火
・

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
28
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
・
展
示
室

●
問
合
先

○
絵
画
…
山
田
宅
☎（
２
４
４
）３
５
８
７

○
書
道
…
向
井
宅
☎（
２
４
４
）４
５
７
５

❖ 

な
か
ま
市
民
参
加
型
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
舞
台
出
演
者
を
募
集

　

大
人
と
子
ど
も
が
協
力
し
て
未
来
に

残
せ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
多
く
の

み
な
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
公
演
日　

平
成
24
年
３
月
25
日
日

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

●
募
集
期
間

○
第
１
次
募
集
…
６
月
27
日
月
ま
で

○
第
２
次
募
集
…
７
月
１
日
金
～
24
日
日

●
募
集
人
数

○
小
人（
小
学
４
年
生
～
高
校
生
）
…
30

人
程
度

○
大
人（
大
学
生
～
成
人
）
…
20
人
程
度

●
稽
古
期
間　

８
月
２
日
火
～
平
成
24

年
３
月
25
日
日（
全
44
回
）

●
稽
古
時
間

○
小
人
…
午
後
６
時
～
８
時

○
大
人
…
午
後
６
時
～
９
時

●
受
講
料（
１
か
月
）

○
小
人
…
１
、５
０
０
円

○
大
人
…
３
、０
０
０
円

※
受
講
料
に
は
ダ
ン
ス
・
歌
唱
・
演
技

指
導
料
、
傷
害
保
険
料
、
本
番
記
録
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
本
公
演
招
待
券
２
枚
を
含
ん
で

い
ま
す
。
平
成
23
年
度
友
の
会
会
員
の

人
は
２
割
引
き
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

　

☎（
２
４
５
）８
０
０
０

❖ 

第
32
回
富
士
山
・
青
少
年
国
際

交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

●
期

日　

８
月
３
日
水
～
７
日
日

●
申
込
資
格　

小
学
４
年
生
～
中
学
３

年
生

●
定

員　

日
本
人
90
人
、
外
国
人

30
人

●
申
込
締
切　

７
月
７
日
木

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

財
団
法
人
国
際
青

少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

　長い間、みなさまには多大なるご支援をいただき
ましたが、富士舞踊発表会も平成 23年４月 29日の
なかまハーモニーホールをもちまして、さよなら公
演とさせていただきました。直方市から始めて30年、
なかまハーモニーホールで 15年。45年間一度も休
むことなく、この日を迎えることができましたのも
会員のみなさん、ファンのみなさんと一丸となった
努力の賜

たまもの

物であると思います。
　これからは小さくても人様に喜んでいただけるこ
とができればと思っています。本当に長きに渡り、
ありがとうございました。心から感謝しています。

富士とみ子さん（垣生）

広報担当者にお手紙が届きました

富士舞踊から感謝をこめて
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●日 時　６月18日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　でんしょばと

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●

化石から生命の謎を解く
化石研究会・編

　太古に絶滅した生物と現在生き
ている生物とをつなぐさまざまな
化石に刻まれた「進化の証拠」や「謎
を解く手がかり」。骨や貝殻、化石
中のアミノ酸、シーラカンスや肺
魚など、意外なモノが語る生命と
地球の歴史を紹介する。

アルフレートの時計台
斉藤洋・著

　少年時代をすごした町にもどっ
てきたクラウスは、いくつものうわ
さがある古びた時計台の中で、不
思議な体験をすることに。時をこ
えた少年の日の友情を描いたファ
ンタジー。

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

▶今回の特集は「防災」。東日本大震災が発生して以来、多くの
みなさんの防災に対する感じ方、考え方に変化があったのではな
いでしょうか。住民と行政が手を取り合い、それぞれの役割を考
えていくことが大切だと強く感じました。（健）
▶広報担当になって早２か月。初めて、狭い公用車駐車場に車庫
入れすることができました。次こそはまともな編集後記を…（悠）

編集
後記

平成 21 年６月 29 日生（岩瀬一丁目）

　芽依お姉ちゃんといつま
でも仲良しで、元気に優し
い子に育ってね。

吉
よ し だ

田 奈
な

菜
な

ちゃん
平成20年６月７日生（岩瀬一丁目）

　妹の奈菜ちゃんの面倒を
よく見てくれる芽依ちゃん。
元気に大きく育ってね。

吉
よ し だ

田 芽
め

依
い

ちゃん

４月28日、人命救助を行った後藤猛さん（桜台一丁
目）に一田健二消防長から感謝状が贈られました。
都市整備課の臨時職員として勤務する後藤さんは、
４月22日、不法投棄が後を絶たない箇所の巡回業
務中に水路内に転落している傷病者を発見。「声を
かけると反応があったので急いで119番通報をしま
した。消防隊員のみなさんがすぐに駆けつけてくれ
てほっとしたことを覚えています。助かって本当に
よかったです」と当時の様子を話しました。

仕事に対する使命感が人命を救った

５月22日、曲川清掃が行われました。市民と企業と
の協働活動の一環として行われてきたこの清掃活
動も今回で９回目。この日はあいにくの雨模様にも
かかわらず、32団体、総勢170人が参加し、蓮花寺
交差点から鳴王子橋までの曲川沿いを清掃しまし
た。市内を流れる曲川をきれいにしたいという思い
で集まった参加者のみなさんは、清掃活動に没頭し、
目につくごみをもくもくと回収。２トントラック３台
分のごみが回収された今回の清掃で、曲川周辺の
環境がさらに美しくなりました。

雨にも負けずごみ拾い
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俳

　句

末
永

　あつ
し

　選

若
作
り
話
題
に
老
い
が
隠
せ
な
い

	

中
央
三
丁
目	

桑
　
原
　
康
　
博

こ
の
痛
み
し
ば
し
忘
れ
る
五
七
五

	

通
谷
五
丁
目	

濱
　
下
　
ス
ミ
ヱ

足
崩
し
心
の
ま
ん
ま
句
と
遊
ぶ

	

弥
生
一
丁
目	

大
　
住
　
久
　
子

ゆ
っ
く
り
と
味
わ
え
ぬ
ま
ま
膳
引
か
れ

	

中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
し
ず
子

一
対
の
良
さ
し
み
じ
み
と
妻
の
怪け

が我

	

朝
霧
一
丁
目	

前
　
田
　
弘
　
子

十
日
目
に
助
け
出
さ
れ
し
祖
母
と
孫
互
ひ
を
気
づ
か
ふ
愛
は
ひ
び
く
も

	

通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

哀か
な

し
み
の
極
み
に
耐
え
て
支
え
合
う
静
か
に
春
の
雨
ふ
る
巷

	

朝
霧
二
丁
目	

上
　
山
　
昭
　
子

震
災
に
人
の
心
も
変
わ
り
お
り
車
両
に
席
を
ゆ
ず
る
若
者

	

太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

あ
た
た
か
き
今
日
の
日
差
し
に
綻

ほ
こ
ろ

び
し
ピ
ン
ク
の
鉄
線
あ
ふ
る
る
ば
か
り

	

通
谷
一
丁
目
　	

戸
　
田
　
恵
美
子

お
だ
や
か
な
小
春
日
和
の
陽
だ
ま
り
に
草
花
植
え
る
嫁
の
背
な
あ
り

	

土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子

三
代
の
句
碑
に
落
花
の
舞
ひ
止
ま
ず

	

太
賀
一
丁
目	

中
　
山
　
富
　
子

山
鳩
の
く
る
く
る
鳴
け
る
花
曇
り

	

通
谷
五
丁
目	

後
　
藤
　
欣
　
子

ひ
と
ひ
ら
の
落
花
見
送
る
百
度
石

	

小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広
　
松
　
律
　
子

羊よ
う
ぐ
ん
せ
き

群
石
野
焼
の
跡
を
と
ど
め
た
る

	

上
底
井
野	

小
　
林
　
香
　
子

身
の
丈
を
競
ふ
ご
と
揺
れ
葱ね

ぎ

ぼ

う

ず

坊
主

	

太
賀
一
丁
目	

緒
　
方
　
益
　
子

川

　柳

　

  

吉
富

　廣

　選

扌
下
川
喜
代
美
さ
ん
（
中
鶴
一
丁
目
）・
作

■ 「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短

　歌

立
花

　勲

　選

中
間
市
短
歌
会

いつ、どこで発生するかわからない自然災害。私たちにできることは、さまざまな災害
を想定した危機意識を持ち、備えることです。備えあれば憂いなし。最悪の事態を想
定して非常用持出袋を準備し、緊急時は迷わず避難所へ避難しましょう。

表紙
説明


